
広

報
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，

初あτの給重信おいしかったかな

　新／年生の楽しみにしていた給食か、4月17日か

ら始まりました。給食の時閤になるときちんと席に

ついて、給食を運ぶ6年生のお兄ちゃん、お姉ちゃ

んの姿を目で一生懸命追いかけていました。

　今日のおかずは、焼きそばとギョウザpみんな好

き嫌いなく、全部食べられたかな。

特集平成10年度当初予算の公表
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均衡ある市政発展のために349億円を計上
会計簿予算の内訳 一般会計の内訳

レ用語チエツウ＜

市税⇒皆さんが市に納める税金

地方交付税⇒所得税など国税の一定割合

　　を、県や市の財政需要に応じて交付さ

　　れるお金

国・県支出金⇒特定の事務事業に対して、

　　その財源として国・県から市へ交付さ

　　れるお金

市債⇒大規模な事業を行うにあたり、国や

　　金融機関などから借り入れるお金

分担金・負担金⇒特定の事業を行うにあた

　　り、その事業によって特に利益を受け

　　る人が受益の範囲で負担するお金

地方消費税交付金⇒国が徴収する消費税
　　（4％分）と地方消費税（1％分）のうち、

　　県税である地方消費税の1　2が市町

　　村へ交付されるお金

繰入金⇒一般会計、特別会計、基金等の会

　　計問における現金の移動を表す言葉

地方譲与税⇒国が国税として徴収し、客観

　　的な基準によってそのまま市町村へ譲

　　与する税

民生費⇒高齢者、障害者、児童など福祉全

　　般の事務事業に使うお金

土木費⇒道路、公園、下水道、市営住宅等

　　の整備、維持管理などに使うお金

教育費⇒学校、公民館、図書館等の建設、

　　運営及び維持管理に使うお金

衛生落⇒保健衛生、ごみ処理など安全で衛

　　生的な生活のために使うお金

総務費⇒賦課徴収、住民登録、選挙、統計

　　など市の総括的な事務に使うお金

公債費⇒市が国や金融機関から借りたお金

　　を返すために使うお金（元利償還金）

消防費⇒消防施設、消防車両の整備など消

　　防、防災、水防のために使うお金

農林水産業費⇒農道・林道整備、営農指導

　　など農林水産業の振興や人材育成に使

　　うお金

商工費⇒商工業の振興、観光施設の整備、

　　維持管理などに使うお金

閣会費⇒議会運営のために使うお金

◇一般会計　　　　　　　　　　　201億8000万円

◇特別会計 126億7600万円

6億9200万i．IJ 〆

　　民生費
5，167，440

　（25．6％）

＼土木費
4，271，568

（21．2％）

公営住宅事業

住宅新築資金等貸付事業 600万円

亀崎土地区画整理事業 7000ノ、プトIj

亀崎北土地区画整理事業 1億　600．ノ∫1「」

財光寺南ヒ地区画整理事業 5100フ∫［Lj

細島東部住環境整備事業 6000万円

城山墓園事業 2400ノ∫ilJ

簡易水道事業 llOO万円

ド水道事業 24f意4300ノ∫F∫

農業集落排水事業 1億3300万円

国民健康保険事業 39億7000万円

老人保健事業 51億1000万Il1
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◇企業会計（水道事業）　　　　20億8006万2千円

　歳出
20，180，000

（100．0％）

公債費　　　総務費
45，202　1，990β1

（・・　　　　％）

〔単位：千円〕

　　教育費
　2ρ8㌃531

　　10．3％

　　衛生
2，060，

　　．2％

消防費8491184（4．2％）

農林水産費　8031436（4．0％）

商工費743，600（3．7％）

議会費250，236（1，2％）

その他 16，513（0．1％）

　
歳
出
に
つ
い
て
は
、
日
向
市
第
3

次
総
合
計
画
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
係
る
事
業
の
推
進
や
市
民
ニ
ー
ズ

の
高
い
事
業
を
優
先
し
て
予
算
の
配

分
を
行
い
ま
し
た
．
．

　
ま
た
、
景
気
浮
揚
策
と
生
活
環
境

基
盤
整
備
に
重
点
を
置
く
と
と
も

に
、
「
2
1
世
紀
に
向
か
っ
て
、
ゆ
と
り

と
生
き
が
い
の
も
て
る
活
力
あ
る
町
」

づ
く
り
に
全
力
を
傾
注
し
ま
し
た
．

　
結
果
、
人
件
費
、
扶
助
費
な
ど
の

義
務
的
経
費
が
、
前
年
度
比
5
・

5
％
増
の
9
6
億
8
5
0
0
万
円
、
物

件
費
や
補
助
費
等
の
任
音
心
的
経
費
が

前
年
度
比
5
・
5
％
増
の
5
3
億
8
4

0
0
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
．
、

　
投
資
的
経
費
に
つ
い
て
は
、
ヒ
地

区
画
整
理
事
業
や
道
路
新
設
改
良
事

業
な
ど
の
普
通
建
設
事
業
費
が
前
年

度
比
1
7
・
4
％
増
の
5
0
億
9
7
0
0

万
円
と
大
変
高
い
伸
び
率
と
な
っ
て

い
ま
す
．
．

　
歳
出
を
目
的
別
で
見
る
と
、
構
成

比
率
の
最
も
高
い
も
の
が
民
生
費
と

な
っ
て
い
ま
す
．
こ
れ
は
、
特
別
養

護
老
入
ホ
：
ム
や
保
育
所
な
ど
の
福

祉
施
設
の
充
実
の
現
れ
と
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
次
に
、
⊥
木
費
、
教

育
費
、
衛
生
費
、
総
務
費
、
公
債
費

な
ど
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
．
．

歳出

2
1
世
紀
を
見
据
え
た
事
業
に

優
先
的
に
予
算
を
配
分

　
本
市
の
主
要
な
財
源
の
一
つ
で
あ

る
市
税
は
、
個
人
市
民
税
の
特
別
減

税
や
景
気
の
低
迷
に
よ
る
法
人
税
の

減
な
ど
の
影
響
の
た
め
、
前
年
度
比

で
2
・
6
％
減
の
6
2
億
4
0
0
万
円

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
地
方
交
付
税
は
、
基
準
財
政
需
要

額
の
伸
び
な
ど
で
、
前
年
度
に
比
べ

8
・
7
％
増
の
4
8
億
5
3
0
0
万
円

を
計
h
し
て
い
ま
す
。

　
国
・
県
支
出
金
に
つ
い
て
は
、
補

助
事
業
等
の
増
に
よ
り
1
7
・
6
％
増

の
4
0
億
6
4
0
0
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
市
債
に
つ
い
て
は
、
地
域
総
合
整

備
事
業
を
初
め
と
す
る
市
単
独
事
業

　
市
債
の
発
行
に
つ
い
て
は
、
次
年

度
以
降
に
財
政
の
硬
直
化
を
招
く
こ

と
が
チ
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
そ
の
抑

制
に
努
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ー
ー
ま

せ
ん
。

　
そ
こ
で
市
は
、
市
債
の
発
行
に
当

た
っ
て
償
還
額
の
一
部
に
対
し
交
付

税
措
置
の
あ
る
事
業
を
中
心
に
厳
選

し
、
で
き
る
だ
け
負
担
が
軽
減
で
き

る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

」
市
で
は
瓜
，
後
と
も
、
積
極
的
な
財

源
の
確
保
を
図
っ
て
い
き
ま
す
．
、

市　税
6204，089

（30．7％）

　　　　歳入
20，180，000

（100．0％）

畑
癖

　　　　　国庫支出金
　　　　3，012．635
　市債費
　　　　　（14．9％）2，620、506

（13．0％）

歳入

効
率
的
な
財
源
の
確
保
に

積
極
的
に
取
り
絹
み
ま
す

県支出金1，051，410（5．2％）

分担金及び負担金　　670、946（3．3％）

諸収入463，180（23％）
地方消費税交付金　　447，000（2，2％）

繰入金236，079（1，2％）
地方譲与税　1971147（1．0％）

財産収入1431413（0．7％）

その他2801600（1．5％）

日
向
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
と
な
る
平
成
1
0
年
度
当
初
予

算
が
、
3
月
2
日
か
ら
1
9
日
ま
で
開
か
れ
た
第
1
回
日
向
市

議
会
（
定
例
会
）
で
成
立
し
ま
し
た
。

今
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、
2
0
1
億
8
0
0
0
万

円
で
、
前
年
度
に
比
べ
て
1
5
億
4
0
0
0
万
円
（
8
・
3
％
）

の
増
と
な
り
、
初
め
て
2
0
0
億
円
台
と
な
り
ま
し
た
。

厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く
中
、
補
助
事
業
を
中
心
と
す
る
事

業
へ
の
重
点
配
分
を
行
う
と
と
も
に
、
均
衡
あ
る
市
政
の
発

展
に
配
慮
し
た
予
算
と
な
り
ま
し
た
。
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観
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黒
影

◆
一
般
廃
棄
物
埋
立
処
分
地
施
設
整

備
事
業
1
1
生
活
環
境
の
保
全
及
び
公

衆
衛
生
の
向
上
を
図
る
た
め
、
焼
却

後
の
灰
や
不
燃
ご
み
な
ど
を
埋
め
疏

て
処
分
す
る
施
、
賦
の
啄
．
備
を
進
め
ま

す◆
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
1
1
五
反

の
内
、
西
草
場
及
び
庄
f
地
区
の
が

け
崩
れ
防
止
L
事
を
行
い
、
市
民
の

生
命
や
財
産
を
守
り
ま
す

◆
道
路
新
設
改
良
事
業
1
1
権
現
原

緑
、
中
国
西
川
内
線
、
臨
時
地
方
道

の
牽
伽
を
行
い
、
地
域
の
環
境
整
備

及
び
交
通
の
安
全
を
守
り
ま
す

◆
南
日
向
駅
前
広
場
整
備
事
業
“
．
平

藪懸

，
、ゆ

　　　一’
児童公園などが整備される南日向駅前

◆
障
害
者
社
会
参
加
促
進
事

業
1
1
障
害
者
の
社
会
参
加
の

た
め
、
専
従
手
話
通
訳
者
の

設
置
、
リ
フ
ト
付
乗
用
市
「
の

運
行
、
福
祉
機
器
リ
サ
イ
ク

ル
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す

◆
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

事
業
1
1
お
お
む
ね
6
5
歳
以
ヒ

の
．
要
介
護
老
人
世
帯
な
ど
に

ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
、
介
護

や
家
事
の
お
枇
活
を
し
ま
す

◆
乳
幼
児
医
療
費
助
成
事
業

1
1
市
内
に
居
住
し
て
い
る
満

3
歳
及
び
4
歳
に
な
る
ま
で

の
乳
幼
児
に
対
し
て
、
．
医
療

費
の
助
成
を
行
う
も
の
で
す

◆
生
活
保
護
昌
病
気
や
高
齢

の
た
め
生
活
が
困
窮
し
て

に
、

も
の
一
、
」
す

在宅福祉を支える財光寺デイサービスセンター

4

の
実
施
設
計
や
児
革
公
園
の
整
備
を

行
い
ま
す

◆
街
路
整
備
事
業
1
ー
ド
ケ
浜
通
線
、

高
砂
通
線
、
日
知
屋
財
光
寺
通
線
を

都
市
町
．
剛
街
路
と
し
て
整
備
し
ま
す

◆
土
地
区
画
整
理
事
業
1
1
亀
崎
・
亀

崎
北
・
財
光
芋
南
・
南
町
・
日
向
市

駅
同
辺
地
区
の
区
画
整
理
事
業
に
よ

り
、
総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
行
い

良
好
な
住
環
境
の
形
成
と
有
効
な
L

地
利
用
を
促
進
す
る
も
の
で
す

◆
細
島
東
部
住
環
境
整
備
事
業
一
1
細

島
東
部
地
区
の
良
好
な
住
環
境
を
形

成
す
る
た
め
に
、
昨
年
に
引
キ
蒔
き

道
路
及
び
住
宅
用
地
の
造
成
を
行

い
、
　
一
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
で
住
宅
の
建

設
に
着
手
し
ま
す

◆
救
急
救
命
士
の
養
成
・
高
規
格
救

急
車
購
入
1
1
救
急
業
務
に
対
す
る
市

民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
等
に
対
処
す
る

た
め
、
救
急
救
命
し
の
責
成
及
び
高

田
尻
炊
相
好
告
心
車
、
　
田
口
蒔
反
救
八
叩
処
岨
冒
用
漸
次
貝

薇
材
ず
を
整
備
す
る
も
の
で
す

◆
都
市
下
水
路
事
業
1
1
往
還
・
大
原

地
区
の
生
．
活
排
水
や
雨
水
な
ど
を
流

す
ト
水
路
を
軟
製
す
る
も
の
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
る
方

．
医
療
費
や
生
活
費
を
援
助
す
る

◆
病
院
群
輪
番
制
病
院
運
営
事
業
1
1

人
院
∴
当
千
を
必
要
と
す
る
電
殉
救

急
患
者
の
医
療
を
目
向
・
和
田
・
下

代
田
病
院
で
行
う
と
と
も
に
、
高
度

な
医
療
供
給
体
制
の
確
立
を
図
る
も

の
で
す

◆
障
害
者
及
び
高
齢
者
住
宅
改
造
資

金
助
成
事
業
1
1
障
害
者
や
要
介
護
高

塾

齢
者
の
い
る
世
帯
の
住
宅
改
造
に
要

す
る
費
用
を
助
成
し
、
障
告
者
や
要

介
．
賦
高
齢
者
の
自
壷
の
維
持
・
促
進

及
び
介
＝
者
の
負
担
の
軽
減
を
図
り

ま
す

◆
在
宅
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
1
1

市
内
4
カ
所
で
、
在
宅
の
要
介
護
や

痴
呆
症
の
お
年
寄
り
を
送
迎
し
て
、

健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
入
浴
、
食
事
な
ど

の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
目
常
動
作
訓

練
な
ど
を
行
い
ま
す

平
成
1
0
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
の
主
な
事
業

観

国

’サ

鼈
鼈
黶
･

“
・
工

’
…

ヴ

‘

効率的な林業の経営のために山口下払線を開設‘
◆
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
1
1
平

岩
農
村
公
園
、
拙
見
小
原
地
区
の
ほ

場
整
備
…
ず
を
行
い
、
農
業
生
産
基
般
皿

の
整
備
と
併
せ
て
、
農
業
集
落
に
お

け
る
生
活
環
境
の
条
件
整
備
を
図
る

も
の
で
す

◆
団
体
営
基
幹
水
利
施
設
補
修
事
業

1
1
目
向
祈
開
地
区
の
基
幹
水
利
施
設

の
老
朽
化
が
進
み
、
漏
水
が
激
し
い

こ
と
か
ら
施
設
の
改
修
を
行
い
、
用

水
の
安
定
供
給
を
図
り
ま
す

　
　
◆
林
道
整
備
事
業
1
1
林
業
の
効

　
　
率
的
な
経
営
に
資
す
る
た
め
、

　
　
山
目
下
払
線
の
開
設
、
塩
見

　
　
谷
・
ヒ
々
呂
内
線
の
改
良
事
業

　
　
に
着
壬
し
ま
す

◆
魚
礁
設
置
事
業
1
1

興
を
図
る
た
め
、
魚
礁
の
設
置

を
行
い
、
漁
場
の
拡
大
を
進
め

る
と
と
も
に
、
同
遊
園
魚
種
の

滞
留
と
資
源
の
保
護
増
殖
に
努

め
ま
す

◆
日
向
サ
ン
パ
ー
ク
整
備
事
業

1
ー
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
の
一
部

オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
、
園
路
・

広
場
等
の
整
備
を
行
う
と
と
も

に
、
昨
年
実
施
し
ま
し
た
温
泉

の
掘
削
の
結
果
、
良
好
な
温
泉

の
ゆ
う
出
を
見
ま
し
た
の
で
、

温
泉
の
利
用
施
設
の
計
画
を
策

定
し
て
い
き
ま
す

◆
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
1
1

中
心
市
街
地
の
活
性
化
の
た
め
に
、

各
種
の
基
本
融
．
画
を
策
定
し
ま
す

～

1

＼
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．
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◆
教
育
資
金
融
資
貸
付
事
業
⊥
尚
校
・

由
寸
門
学
校
・
短
大
・
L
八
難
な
ど
へ
の
進
　

学
の
た
め
に
、
教
育
資
金
が
必
要
な

方
に
低
利
で
融
資
す
る
も
の
で
す

◆
小
中
学
校
整
備
事
業
1
1
大
E
谷
小

学
校
の
耐
震
補
強
な
ど
の
改
造
や

美
々
津
中
w
ワ
．
校
屋
内
運
動
場
の
増
改

築
L
事
な
ど
を
行
い
ま
す

◆
地
域
文
化
財
保
全
事
業
1
1
市
指
定

有
形
文
化
財
建
造
物
「
旧
宅
鍋
屋
旅

館
」
の
保
存
赦
．
備
を
行
い
ま
す

◆
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
保
存

整
備
事
業
1
1
美
々
津
の
町
並
み
に
残

る
重
要
伝
統
的
建
造
物
の
修
理
・
修

景
・
復
．
兀
を
行
い
ま
す

◆
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
活
用
調

査
研
究
事
業
1
1
登
校
拒
否
、
い
じ
め

及
び
非
行
等
児
．
甲
生
徒
の
生
活
な
ど

　　　　　　　　　．－．　　　ら
　　　　　　　　一　　　　　　9ぜ

　　　　　　　　　一　　　．　　　　．．．一馬三r

　　　　　　　　　　　証．二　．

漁場の拡大と資源の保護増殖のために

行われる魚礁の設置

■■一　　　　　　．　　　　　唯二．．「

大規改造が予定される大王谷小学校

に
つ
い
て
調
査
研
究
を
進
め
る
と
共

に
、
指
目
丁
体
制
の
確
立
に
努
め
ま
す

◆
青
少
年
総
合
健
全
育
成
モ
デ
ル
事

業
”
生
涯
に
わ
た
り
心
曲
豆
か
に
い
き

い
き
と
自
ら
学
び
行
動
す
る
児
竜
の

育
成
を
図
る
た
め
、
世
代
間
交
流
事

業
、
地
域
文
化
肱
．
習
事
業
な
ど
を
進

め
ま
す

◆
日
向
現
代
彫
刻
展
事
業
1
1
彫
刻
作

家
に
よ
る
作
品
を
一
堂
に
展
．
凹
し
、

市
民
の
文
化
の
向
ヒ
と
精
神
文
化
の

高
揚
を
図
り
ま
す

◆
国
際
交
流
事
業
1
1
国
際
交
流
員
の

招
致
や
友
好
都
市
離
坊
市
と
の
交
流

を
継
続
し
、
国
際
交
流
に
対
す
る
意

誠
の
高
揚
に
努
め
ま
す

◆
市
史
編
さ
ん
事
業
1
1
市
制
施
行
和

周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
市
史
柚
さ

ん
の
た
め
の
資
料
収
集
を
行
い
ま
す

5



謙

3
月
議
会
で
は
、
平
成
1
0
年
度
当
初
予
算
1
4
件
の
ほ
か
、
人
事

案
件
1
件
、
条
例
7
件
、
，
事
件
決
議
5
件
（
市
道
の
路
線
の
廃

止
・
変
更
・
認
定
、
整
備
計
画
の
変
更
、
財
産
の
取
得
）
、
9

年
度
補
正
予
算
8
件
の
計
3
5
件
を
提
出
し
ま
し
た
。
審
議
の
結

果
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
同
意
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

今
月
号
で
は
、
そ
の
主
な
も
の
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

．
〈
人
事
案
件
〉

　
　
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の

」　
　
推
薦
に
つ
い
て

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
国
民
の
基
本
的

人
権
を
擁
護
し
、
自
由
人
権
思
想
の
普

及
や
高
揚
に
努
め
て
い
ま
す
．
．
そ
の
委

員
の
推
湾
及
び
委
嘱
に
つ
い
て
は
、
市

町
村
長
が
議
会
の
同
意
を
得
て
候
補
者

を
推
薦
し
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
．

　
現
在
、
市
内
で
は
、
人
権
擁
護
委
員

と
し
て
6
人
の
方
が
い
ま
す
が
、
そ
の

う
ち
の
黒
木
和
．
r
さ
ん
〔
6
8
歳
一
遠
見
）

か
ら
病
気
療
養
の
た
め
辞
任
の
中
し
出

が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
後
任
と
し
て
大

山
恭
平
さ
ん
（
硯
歳
　
別
府
）
を
推
薦

し
ま
し
た
．

璃
∀

．
レ
甑
・

　
こ
の
条
例
は
、
今
年
7
月
－
日
の
利

用
開
始
を
前
に
、
使
用
料
な
ど
の
必
要

事
項
を
定
め
た
も
の
で
す
，
．
　
使
用
料

ま
、
キ
ャ
ン
フ
サ
イ
ト
ー
区
画
－
汀
力

　
　
　
　
　
目
帰
り
カ
ー
5
0
0
ド

コ
テ
ー
ジ
早
撃
1
汀
力
1
3
0
0
0
F

ロ
グ
テ
ン
ト
ー
棟
1
墨
黒
5
0
0
0
円

と
な
っ
て
い
ま
す
．
、

　
　
日
向
市
税
賦
課
徴
収
条
例
の

」　
　
　
一
部
を
改
正
す
る
条
例

最
近
の
経
済
状
況
を
踏
ま
え
、

霧
進む日憾

　
大
山
さ
ん
は
、
美
々
津

中
学
校
の
P
T
A
役
員
を

歴
任
さ
れ
、
現
在
で
は
同

中
学
校
の
体
育
文
化
後
援

住
民
税
に
お
け
る
特
別
減

税
を
実
施
す
る
た
め
に
地

方
税
法
及
び
地
方
財
政
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

が
公
布
、
施
行
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
中
小
企
業
の

創
造
的
事
業
活
動
の
促
進

を
支
援
す
る
た
め
に
地
方

税
法
施
行
令
の
一
部
を
改

正
す
る
政
令
及
び
地
方
税

法
施
行
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
省
令
も
公
布
、
施

行
さ
れ
ま
し
た
。

　
H
向
南
賦
課
徴
収
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

は
、
こ
れ
ら
の
法
令
の
改

止
に
伴
っ
て
、
所
要
の
改

正
を
行
っ
た
も
の
で
す
．
、

　
個
人
住
民
税
の
所
得
割

で
実
施
さ
れ
る
特
別
減
税

額
は
、
本
人
8
0
0
0
円
と
配
偶
者
及

び
扶
養
者
一
人
に
つ
き
4
0
0
0
円
の

合
計
額
で
す
．
．

　
　
日
向
市
水
道
事
業
給
水
条
例
の

」　　
　
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
こ
れ
は
、
水
道
法
の
改
正
に
伴
い
条

例
の
関
係
条
文
の
整
備
を
行
っ
た
も
の

で
す
、

　
改
正
の
主
な
内
容
は
、
指
定
工
事
業

者
し
か
施
行
で
き
な
い
給
水
工
事
の
範

囲
を
明
確
に
し
た
こ
と
、
市
が
忌
日
及

会
副
会
長
や
市
指
定
の
無
形
民
族
文
化

財
「
別
府
の
供
養
盆
踊
り
」
の
保
存
会

会
長
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す

　
辞
任
さ
れ
た
里
…
木
さ
ん
は
、
平
成
3

年
8
月
か
ら
6
年
6
カ
月
間
の
長
き
に

わ
た
り
、
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
、
多

大
な
ご
貢
献
を
い
た
だ
き
ま
し
た
．

八
条
例
関
係
〉

　
　
日
向
市
都
市
公
園
条
例
の

」　
．
　
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
こ
の
条
例
で
は
、
お
倉
ケ
浜
総
合
公

園
に
新
．
治
し
た
2
つ
の
有
料
施
設
の
使

用
料
な
ど
を
定
め
ま
し
た
．
．

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
整
備
の
一
環
と
し
て
、

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
3
画
の
照
明
施
設
と
、

温
水
シ
ャ
ワ
ー
を
8
器
備
え
た
曳
衣

シ
ャ
ワ
ー
棟
を
設
置
し
た
こ
と
に
伴

い
、
こ
れ
ら
の
の
躍
食
及
び
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
の
夜
間
使
用
料
を
定
め
ま
し

た
．
こ
れ
に
よ
り
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に

び
登
録
を
行
っ
て
い
た
責
任
技
術
者
の

制
度
が
、
国
家
資
格
に
よ
る
拍
任
技
術

者
の
届
出
制
へ
と
変
更
に
な
っ
た
こ
と

に
伴
う
手
数
料
表
の
改
正
で
す
．
、

《
事
件
決
議
》

　
　
辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画
の

O　
　
変
更
に
つ
い
て

　
こ
れ
は
、
平
成
8
年
第
4
回
市
議
会

（
定
例
会
）
に
お
い
て
議
決
さ
れ
ま
し

た
「
辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画
．
」
の

う
ち
の
「
耕
毛
辺
地
の
農
業
集
落
道
楠

群
・
日
の
平
線
整
備
事
業
」
に
つ
い
て
、

事
業
年
度
及
び
事
業
費
の
変
更
を
行
っ

た
も
の
で
す
．
．

　
当
初
、
事
業
年
度
は
平
成
8
年
度
か

ら
9
年
度
ま
で
の
2
力
年
で
あ
っ
た
も

じ三聖…驚許．∵　気
編・．．畷嘉轟、、∴．．．ゴ’　　　　、　極・－㌔．．

事業計画を変更した農業集落道楠群・日の平線

ジP膠嚢藩
夜間も利用できるお倉ヶ浜のテニスコート

つ
い
て
は
、
㍗
後
1
0
時
ま
で
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
4
月
か
ら
1
1
月
に

限
り
利
用
が
認
め
ら
れ
て
い
た
運
動
広

場
と
野
球
場
の
夜
間
照
明
施
設
に
つ
い

て
も
、
年
間
を
通
し
て
利
用
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
．
、

　
　
日
向
市
日
向
サ
ン
パ
ー
ウ

」　
　
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
条
例

　
H
向
サ
ン
バ
！
ク
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ

場
は
、
サ
ン
パ
ー
ク
整
備
事
業
の
．
つ

と
し
て
、
日
豊
海
岸
の
恵
ま
れ
た
自
然

環
境
を
生
か
し
た
野
外
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
施
設
と
し
て
平
成
9
年
度
と
P

年
度
の
2
力
年
一
画
で
キ
ャ
ン
．
フ
サ
イ

ト
、
コ
テ
ー
ジ
、
ロ
グ
テ
ン
ト
及
び
管

理
棟
な
ど
を
手
噛
し
て
き
ま
し
た
．

の
を
1
0
年
度
ま
で
の
3
力
年
と
し
、
事

業
費
は
4
6
6
6
万
2
下
調
か
ら
1
億

3
1
3
0
万
円
と
し
ま
し
な
、

八
補
正
予
算
〉

　
　
平
成
9
年
度
日
向
市

」　
　
　
一
般
会
計
補
正
予
算

　
今
回
の
補
正
は
、
国
の
補
正
．
・
r
算
成

立
に
伴
う
も
の
や
、
基
金
の
運
用
に
よ

る
益
金
の
積
み
迄
て
、
そ
の
他
や
む
を

得
な
い
も
の
に
限
っ
て
行
い
ま
し
た
。

　
補
正
額
は
、
5
億
5
2
6
0
万
2
千

円
で
、
補
正
後
の
総
額
は
2
1
6
億
7

3
3
2
万
6
千
円
と
な
り
ま
し
た

　
補
正
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り

で
す
．
、

◆
企
業
立
地
奨
励
金
1
1
条
例
等
で
定
め

る
一
定
の
要
件
を
満
た
す
事
業
所
が
行

う
5
0
0
0
万
円
を
超
え
る
設
備
投
資

及
び
1
0
人
を
超
え
る
新
た
な
雇
用
に
対

す
る
奨
励
金

◆
雇
用
促
進
奨
励
金
目
条
例
等
で
定
め

る
一
定
の
要
件
を
満
た
す
事
業
所
が
、

10

l
を
超
え
る
本
市
の
住
民
を
雇
用
す

る
こ
と
に
対
す
る
奨
励
金

◆
生
活
バ
ス
路
線
運
行
費
補
助
金
1
1
平

均
乗
車
密
度
5
人
未
満
の
路
線
で
、
地

域
住
民
の
生
活
上
必
要
と
認
め
ら
れ
る

路
線
確
保
の
た
め
の
補
助

◆
臨
時
地
方
道
整
備
事
業
1
1
仙
ケ
崎
～

梶
木
線
、
坂
本
支
線
の
用
地
取
得
費

67



判’」
6＜

不
当
な
分
け
隔
て
が
差
別
を
生
む

　
目
向
市
自
治
公
民
館
婦
人
部
連
合

会
及
び
市
同
和
問
題
啓
発
推
進
協
議

会
の
L
催
す
る
「
人
権
に
つ
い
て
考

え
る
市
民
の
集
い
」
が
3
月
⑳
日
、

市
中
央
公
民
館
で
開
か
れ
約
、
1
5
0

人
が
参
加
し
ま
し
た
．

　
今
年
の
講
師
は
、
落
語
家
の
露
の

新
治
ン
・
」
ん
で
、
「
新
ち
ゃ
ん
の
お
笑

い
人
権
高
座
～
自
分
の
人
生
、
自
分

が
主
役
一
」
と
い
う
演
題
で
講
演
．
．

　
ま
ず
、
新
治
さ
ん
は

「
笑
う
門
に
は
福
来
る
」

と
、
笑
う
こ
と
の
大
切

さ
を
披
露
し
、
巧
み
な

話
術
で
講
演
中
、
何
度

も
会
場
内
を
笑
い
の
渦

に
巻
き
込
み
ま
し
た
．
．

　
新
治
さ
ん
は
「
．
不
当

な
分
け
隔
て
が
差
別
を

生
む
」
と
そ
の
原
因
を

挙
げ
な
が
ら
、
「
人
の

値
打
ち
は
、
　
．
　
、
　
」
、

人
の
こ
と
は
分
か
る
が
、

と
は
分
か
ら
な
い

終
始
笑
い
に
包
ま
れ
た
会
場

　
　
　
　
　
生
き
方
で
汀
ま
る
．
他

　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
分
の
こ

　
　
　
　
　
　
　
で
は
い
け
な
い
．

客
観
的
に
自
分
を
判
断
で
き
る
よ
う

に
し
た
い
し
と
そ
の
解
決
策
も
紹
介

　
最
後
に
「
自
分
の
人
生
、
自
分
力

・
E
役
．
隣
の
家
に
蔵
が
建
っ
て
も
、

腹
を
迄
て
ず
に
、
自
分
の
人
生
に
蔵

が
建
て
る
よ
う
に
願
生
ろ
う
（
頑
張

ろ
う
『
と
締
め
く
く
り
ま
し
た
．
．

、、会、
⇔
9

影
合

蒔．驚

多’
P

幽融

～巧みな話術で講演する露の新治さん

舗も一新「㎜3」
　今年の日向ひまわりレディが、次の

3人に決定しました。3人には1年間、

市のPRに取り組んでいただきます。

また、名称も「ミスひまわり」かち「口

向ひまわりレディ」に一新しました。

　ひまわりレディは、写真左から日高

慶子さん（24歳：鶴町）、小出かおり

さん（23歳：財光寺）、渡辺美紀さん（19

歳：富高）の3人です。

　
市
交
通
安
全
対
策
協
議
会
は
、
春
の

全
国
交
通
安
全
運
動
期
間
中
の
4
月
7

日
、
図
書
館
前
で
交
通
安
全
街
頭
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
、
通
行
中
の
車
1

台
1
台
に
チ
ラ
シ
や
ジ
ュ
ー
ス
、
そ
れ

に
市
高
齢
者
ク
ー
フ
ブ
や
交
通
安
全
父
母

の
会
の
作
っ
た
お
守
り
を
配
り
な
が
ら

交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
交
通
事
故
の
発
生
件
数
は
毎
年
増
え

続
け
て
お
り
、
平
成
9
年
に
は
全
国
で

約
7
8
万
件
に
も
及
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
最
近
の
特
徴
と
し
て
、
6
5
歳

以
上
の
高
齢
者
の
死
亡
事
故
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
最
も
多
い
の
は
歩
行
中
の

死
亡
事
故
で
す
が
、
自
動
車
運
転
中
の

数
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
に
は
、
高
齢
者
の
方
自
身
の
自
覚

も
大
切
で
す
が
、
家
族
や
周
囲
の
方
も

ふ
だ
ん
か
ら
高
齢
者
へ
「
気
を
つ
け
て

ね
」
の
声
か
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

8

表
性
週
間
の
つ
ど
い
に
伽
人

　
市
は
、
4
月
1
0
日
か
ら
1
6
日
ま
で
の

女
性
週
間
に
合
わ
せ
、
9
8
ひ
ゆ
う
が
し

女
性
週
間
の
つ
ど
い
を
開
き
ま
し
た
，

　
期
間
中
、
会
場
と
な
っ
た
勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
の
「
さ
く
ら
館
」
で
は
、
㍗
前
、

午
後
、
夜
の
部
の
時
間
帯
に
さ
ま
ざ
ま

な
行
事
が
あ
り
、
約
4
0
0
人
が
足
を

運
び
ま
し
た
，

　
4
月
1
5
日
に
行
わ
れ
た
「
女
性
の
情

報
発
信
し
ま
す
」
と
題
さ
れ
た
女
性
活

動
団
体
の
活
動
発
表
と
交
流
会
に
は
、

市
内
で
活
躍
す
る
8
団
体
が
参
加
．
、
各

団
体
ご
と
に
、
自
己
紹
介
を
か
ね
て
活

動
状
況
の
報
告
を
行
っ
た
後
、
そ
れ
ぞ

　友好都市灘坊市とのさらなる友好のきずな

を深めようと、第6111園圃市民友好交流団が

4月17H、中国に向けて出発しました，

　今年の交流団は、高木助役を団長とする］3

人。一行は4月1711から23ilまでのH程で、

灘坊市で開催されるli画風箏大会（たこあげ

．大会）に参観するとともに、灘坊Il向友好学

校を訪問して、灘坊市民と交流を行うことに

なっています。

　出発式では、高木助役が「さらに友好を深

めるとともに、．人：いに見聞を広めてきます」

とあいさつしました。

れ
が
抱
え
る
問
題
を
提
出
し
、
参
加
者

か
ら
意
見
を
求
め
ま
し
た
．
．

　
美
々
津
の
町
並
み
を
守
る
会
を
代
表

し
て
参
加
し
た
佐
藤
久
恵
さ
ん
は
、
地

域
の
高
齢
化
対
策
に
つ
い
て
語
り
、
そ

の
解
決
方
法
と
し
て
短
期
間
の
住
居
提

供
案
を
．
不
し
ま
し
た
．
．
参
加
者
ら
か
ら

は
、
そ
の
場
合
の
問
題
点
な
ど
が
出
さ

れ
、
活
発
な
議
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
．
、

　
女
性
週
間
は
、
わ
が
国
で
女
性
が
初

め
て
参
政
権
を
行
使
し
た
昭
和
2
1
年
4

月
1
0
日
を
記
念
し
て
設
け
ら
れ
た
も
の

で
す
．
．
当
初
、
「
婦
人
週
間
」
と
名
付

け
ら
れ
ま
し
た
が
、
5
0
年
H
に
当
た
る

今
年
か
ら
は
「
女
性
週
間
」
と
改
め
、

一
層
の
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
．

題
。亀・・句曙マ万

馴gi7

　　呼r

適期罵晶

名誉市民をしの
　
式
に
は
、

め
市
3
役
、

な
ど
約
5
0
人
が
参
列
。

い
黙
祷
を
捧
げ
た
後
、

が
献
花
し
、

と
と
も
に
、

ま
し
た
。

　
名
誉
市
民
顕
彰
式
は
、
市
制
施
行
4
0

周
年
の
平
成
3
年
か
ら
毎
年
、
市
制
施

行
日
の
4
月
1
日
に
開
い
て
い
ま
す
。

　
名
誉
市
民
の
功
績
を
し
の

ぶ
名
誉
市
民
顕
彰
式
が
4
月

1
日
、
庁
舎
前
広
場
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　
名
誉
市
民
は
、
初
代
・
2

代
市
長
の
故
三
尾
良
次
郎
さ

ん
、
3
・
4
代
市
長
の
故
藤

井
満
義
さ
ん
、
初
代
1
4
代

議
長
の
故
青
木
市
蔵
さ
ん
、

5
1
7
代
市
長
の
故
児
玉
袈

裟
雄
さ
ん
の
4
人
で
す
。

　
名
誉
市
民
の
遺
族
を
は
じ

　
市
議
会
議
ロ
貝
、
公
民
館
長

　
　
　
　
　
顕
彰
碑
に
向
か

　
　
　
　
　
参
列
者
の
代
表

　
4
人
の
功
績
を
た
た
え
る

　
今
後
の
市
の
発
展
を
折
言
い

9
1



1●みんなの広場

遊歩道のそばまで波が打ち寄せる入り江

　ま林キマキぐ道が
今す帯なル’にに始
年
の
1
月
4
日
、
こ
こ
を
歩
い
た

こ
こ
か
ら
い
よ
い
よ
遊
歩
道
の
探
訪

始
ま
り
ま
す
．
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
坂

に
続
く
石
段
を
少
し
の
ぼ
る
と
、
す

に
木
疏
の
中
に
入
り
、
両
脇
に
マ
サ

ー
ヤ
ブ
ニ
ッ
ケ
イ
、
カ
カ
ツ
ガ
マ
、

ル
バ
シ
ャ
リ
ン
バ
イ
、
ハ
マ
ヒ
サ
カ

な
ど
明
る
い
感
じ
の
低
・
高
木
混
合

…
π
が
約
3
0
0
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
続
き

み
　
な
さ
き
が
は
な

御
名
崎
ケ
鼻
遊
歩
道
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

金
ケ
浜
遊
歩
道
ま
で
の
探
訪
記

と
き
は
、
思
い
が
け
な
く
オ
レ
ン
ジ
色

　
　
の
ク
チ
ナ
シ
の
実
と
満
開
の
ヤ
ブ

　
　
ツ
バ
キ
、
そ
れ
に
こ
の
ご
ろ
よ
う

膨　　
や
く
色
づ
い
た
ハ
ゼ
ノ
キ
の
紅
葉

署
　
　
な
ど
と
の
出
会
い
が
あ
り
ま
し

た
加
え
て
群
れ
で
鳴
き
交
わ
す
ヒ
ヨ

ド
リ
の
大
喚
声
に
圧
倒
さ
れ
な
が
ら
の

散
策
と
な
り
ま
し
た
．

　
ま
た
、
4
月
3
日
に
は
、
ス
ミ
レ
、

ハ
マ
エ
ン
ド
ウ
、
コ
バ
ノ
タ
ツ
ナ
ミ
、

イ
ワ
タ
イ
ゲ
キ
、
ハ
マ
ダ
イ
コ
ン
な
ど

の
野
草
が
紫
や
白
、
黄
色
と
い
っ
た
可

憐
な
花
を
咲
か
せ
て
い
て
、
つ
つ
ま
し

く
春
を
告
げ
て
い
る
か
の
よ
う
な
風
情

が
あ
り
ま
し
な

　
平
岩
港
の
人
り
口
か
ら
数
分
歩
い
た

辺
ー
ー
、
歩
道
の
海
側
を
遮
っ
て
い
た
低

木
が
一
部
分
な
く
な
り
、
視
界
が
開
け

る
と
こ
ろ
が
あ
ー
ー
ま
す
．
．
そ
こ
は
、
海

水
が
歩
道
の
す
ぐ
そ
ば
ま
で
寄
せ
る
浅

い
入
り
江
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
．
平
成
8
年
1
0
月
1
0
日
、
私
が
妻
と
友

人
の
3
人
で
こ
こ
を
通
り
か
か
っ
た
と

き
の
こ
と
で
す
．
．
そ
の
日
は
、
波
も
穏

や
か
で
、
砂
利
ま
じ
り
の
浅
瀬
は
手
が

青
に
染
ま
る
ほ
ど
透
明
に
澄
み
切
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
入
り
江
で
、
地
区
の

方
ら
し
い
一
人
の
男
性
が
、
波
打
ち
際

で
何
か
を
捕
っ
て
い
ま
し
た
．
、

●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
ふ
る
さ
と
の
自

然
を
守
る
会
の
小
倉
久
信
さ
ん
（
原
町
）

に
寄
稿
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

■∠

ニ　コ　　　．一一一　翁

　　卸，

馴
！

平
瀬

陽
子
さ
ん

　
　
　
（
2
8
歳
一
庄
手

　ひかり中央保育園で3歳児のかわいい子供

たちに囲まれて楽しい毎日を過ごしています．、

保母になるのが小学校3年生からの夢でした，．

　歌うのが大好きで、趣味はコーラス．、日向

混声合唱団と．友人8／kで結成した「アラモー

ド．」でソプラノを担当しています、興味のあ

るノ∫、　・緒に歌いませんか．

い
き
い
き

　
　
青
春
ト
ー
ク

黒
木

ー

ノ
ッ

隆
幸
さ
ん

　
　
（
2
5
歳
…
西
川
内
）

《皆　　」翻閣」

画 ＼

　日向測量設計ll宋1に勤務して5年IL、現在、

7月の級建築L試験に向かって孤軍奮闘中

です、これまで時間を有効に使おうと、書道

教室に通ったり、勤労青少年ホームのバドミ

ントン講座やミニバレーを楽しんだりしてき

ましたが、両・1’1はなかなか難しいですね　で

も、目標達成に向けて頑張ります．

〃

’
＼

門村　博充・真理子さん家の

おてんばちゃん（中堀町）

　　　　　　　　　　　D

ま　み

真実ちゃん

　　〔2‘蔑8カID

　3人兄姉の末っ子の真実

ちゃんは、アラレちゃんが

大好き。思いやりのある優

しい女の子になってね。

磨

露4

ゆ
　r　　　　、

嵐65
．　　8
　　　　’．

●《．

郵

、
．
．

松田　英明・妙さん家の

　わんぱくくん（梶木町）

けんたろう
健太郎くん
　　｛3歳7カ月｝

　ちょっと甘えん坊の健太

郎くん，早く近所にお友達

ができるといいね。強くた

くましく育ってね，

＿数字で見る日向市

　市民の皆さんには、日ごろから各種の統計調査に乙協

力いただきありがとうございます。

　今月からこのコーナーでは、平成7年国勢調査（平成

7年10月1日実施）の結果を中心に、各種統計調査の結

果などをお知らせしていきます。

平成7年国勢調査による人口規模

　　　　　　全国3233市町村中383番目

●
恥
部
巳

面積：

　117．30k㎡

人口：58，8G2人

ノ　　商店の皆様、ご協力ありがとうございました。
　　速報！　商業統計調査結果報告

　　　　　　　　　　　　　　（平成9年6月1日）
　　　　商店数　1，152＜法人514　個人638＞

世帯数：20，557世帯

世帯人員＝1世帯当たり2，9人

　　　　　こんにちは　：：i；

U　り　　図書館です1：1

　今年も野原や森が、あふれるような

新緑になろうとしています、自然は、

季節を繰り返し成長を続けますが、人

間も同じことと言えましょう、この春、

入園、入学する」㌃供たちは、まさに空

に伸びる枝についた若葉の芽といった

ところでしょうか．

　今月写の貸出ベストテンは、児竜図

書について出してみました．

　図書館は、本の森です．多くの作家

の語る物語や、さまざまな筆者による

思考、想念、論説、L張の木々が本の

森を造っていると言えるでしょう．

　そして、森の中の樹木が私たちに訴

えてくるように、図書館ではいろんな

本が私たちに語りかけてきます，

　小さなお．チさんも、たくさんの本の

語りかけに耳を傾けてほしいと思って
います，

貸出ベストテン

　　く児童図書：平成10年3月》

Tl：トーマスのおおきなえほん
葛はらぺこあおむし

笥14ひきのあさごはん

ξ㌔14ひきのさむいふゆ

厨14ひきのせんたく
1おしいれのぼうけん

乞のんたん！サンタクロースだよ

⑧．わかったさんのクッキー

⑨なぞなぞあそび3

恥．オバケちゃんとむわむわむう

「春のとしょかんまつり」

◇日　程＝5月g日q＝戸「前10日．き～

◇内　容お話会や絵本の展示など

〃



市役所は麿代表

52－2111

一
　
軽
自
動
車
を
お
持
ち
の
方
へ

　
減
免
申
請
を
お
忘
れ
な
く

　
5
月
目
、
軽
自
動
車
税
の
納

期
で
す
．
．
こ
の
軽
自
動
唯
税
に

つ
い
て
、
次
に
該
当
す
る
車
に

は
減
免
の
制
度
が
あ
り
ま
す
．
、

丁
　
公
益
の
た
め
に
直
接
専
用
と

認
め
ら
れ
る
軽
自
動
車

｛
2
身
体
障
害
者
や
栴
神
障
害

者
、
知
的
障
害
者
の
方
で
、
本

人
も
し
く
は
本
人
の
た
め
に
生

計
同
．
者
、
常
時
介
隻
者
が
運

転
す
る
軋
自
動
車
（
障
害
の
手

旗
、
程
度
に
よ
り
適
用
範
囲
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
．
普
通
車

と
の
重
複
は
不
可
）

［
3
身
体
の
不
自
由
な
方
の
た
め

に
、
構
造
変
更
さ
れ
た
軽
自
動

　
平
成
1
0
年
度
の
軽
自
動
車
税

の
減
免
を
申
．
一
硝
さ
れ
る
方
は
、

5
月
2
5
日
〔
月
）
ま
で
に
納
税

通
知
書
（
納
付
せ
ず
に
そ
の
ま

ま
お
持
ち
く
だ
さ
い
）
、
身
体

障
害
者
手
帳
等
、
運
転
免
目
皿

〔
該
当
す
る
車
を
運
転
す
る
方

の
も
の
）
、
印
鑑
を
持
っ
て
市

税
務
課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
，

　
詳
し
く
は
、
市
税
務
課
〔
容

内
線
2
1
1
5
）
へ
．

鼎
灘
十
三
は

　
今
年
4
月
か
ら
公
共
掲
示
板

を
利
用
す
る
場
合
の
申
．
．
嗣
窓
口

が
、
県
日
向
土
木
事
務
所
か
ら

市
都
市
計
画
課
に
変
更
に
な
り

ま
し
た
．
．

　
市
内
の
公
共
掲
示
板
は
、
大

上
谷
運
動
公
園
人
［
、
日
向
市

駅
西
［
駐
車
場
、
同
東
口
駐
車

場
、
幽
幽
島
中
…
字
校
り
削
（
マ
ル
シ
ョ

ク
H
知
屋
店
横
）
の
4
カ
所
に

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
．

　
は
り
紙
な
ど
公
共
掲
示
板
を

利
用
さ
れ
る
方
は
、
市
都
市
計

画
課
〔
費
内
線
2
6
1
3
〕
へ
、

　
ま
た
、
農
地
転
用
の
㎡
可
申

請
は
、
こ
れ
ま
で
毎
月
1
0
日
締

め
で
し
た
が
、
4
月
－
日
か
ら

は
「
標
準
処
理
受
付
期
間
．
一
を

次
の
と
お
り
設
け
ま
し
た
．
た

だ
し
、
市
街
化
区
域
内
の
農
地

転
用
届
け
に
つ
い
て
は
、
随
時

受
理
し
て
い
ま
す
．
．

◇
標
準
処
理
受
付
期
間
1
1
毎
月

11

冾
ｩ
ら
1
5
B
の
取
り
ま
と
め

H
ま
で
で
す
，
た
だ
し
、
1
5
日

が
日
曜
日
・
祝
日
・
閉
庁
一
1
の

場
合
は
、
そ
の
前
日
の
開
庁
日

で
す
。
取
り
ま
と
め
日
以
降
の

申
請
は
、
翌
月
分
扱
い
と
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
、
．

※
転
準
処
理
受
付
期
間
中
に
受

け
付
け
た
申
請
に
つ
い
て
は
、

受
付
日
か
ら
6
週
間
で
事
務
処

理
を
行
い
ま
す
、

　
詳
し
く
は
、
市
農
業
委
員
会

事
務
局
〔
容
内
線
2
3
5
3
）
へ
．

◇受付期限＝5月15日（金）

◇募集人員；陸上／60人、

海上／75人、航空／55人

◇応募資格＝平成11年4月

1日現在で、22歳以上26歳

未満の大学卒業程度の学力

を有する者

◇1次試験＝6月6日出・

7E畑）

◇問い合わせ＝自衛隊日向

募集事務所（倉52－691

4）または市総務課（容内

線2224）

溜

流琵カイド

一
　
市
民
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

住
民
票
の
写
し
の

　
用
紙
が
変
わ
り
ま
す

自衛隊幹部候補生

（一般・技術）募集

　
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ま
で
と
同

様
に
複
写
が
で
き
な
い
偽
造
防

止
用
の
特
殊
な
用
紙
で
発
行
さ

れ
ま
す
．
．

　
詳
し
く
は
、
市
民
課
（
倉
内

線
2
1
3
4
）
へ
．

一
　
栄
養
学
級
の
受
講
生
募
集

　
み
ん
な
と
一
緒
に

　
正
し
い
食
生
活
を

一
　
農
業
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
農
地
転
用
に
は

　
届
け
出
が
必
要
で
す

　
農
地
を
農
地
以
外
（
宅
地
、

資
材
置
場
等
）
に
利
用
す
る
と

き
は
、
農
地
を
保
全
す
る
た
め

農
業
委
員
会
や
県
の
詐
可
が
必

要
で
す
。
無
断
で
農
地
の
転
用

を
行
う
と
罰
則
を
受
け
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
5
月
l
H
か
ら
住
民
票
の
写

し
の
用
紙
が
変
わ
り
ま
す
．
こ

れ
ま
で
の
用
紙
は
、
右
ヒ
に
ひ

ま
わ
り
、
左
下
に
ひ
ょ
っ
と
こ

の
イ
ラ
ス
ト
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
今
後
は
右
ヒ
・
左

下
と
も
に
ひ
ま
わ
り
の
イ
ラ
ス

ト
に
な
り
、
用
紙
の
ヒ
ド
が
関

係
な
く
な
り
ま
す
．
．

　
食
生
活
は
「
こ
う
し
た
い
」

と
思
っ
て
い
て
も
一
人
で
ル
夫
行

ず
る
こ
と
は
難
し
い
も
の
で
す
．
．

　
市
は
、
そ
の
よ
う
な
方
が
家

族
や
友
人
と
．
緒
に
健
康
の
喜

び
や
食
生
活
の
意
義
に
つ
い
て

話
し
合
い
、
仲
間
と
の
ふ
れ
あ

い
を
通
じ
て
正
し
い
食
生
活
を

実
践
で
き
る
場
と
し
て
の
「
栄

養
学
級
」
を
開
き
ま
す
。

　
受
講
希
望
の
方
は
、
お
早
め

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
．
、

◇
内
容
闘
健
康
づ
く
り
の
た
め

の
食
生
活
の
講
義
と
調
理
実
習

◇
期
間
1
1
1
年
間
（
月
－
回
開

催
予
定
）

◇
受
講
料
1
1
無
料

◇
募
集
人
員
1
1
3
0
ん

※
1
1
程
、
場
所
に
つ
い
て
は
、

中
込
者
に
別
途
通
知
し
ま
す

◇
申
込
方
法
1
1
5
月
1
5
日
ま
で

に
電
活
で
市
健
康
管
理
詠
（
君

内
線
2
1
8
1
〕
へ

一
　
指
定
工
事
業
者
の
指
定
申
請

「
－
－

　
水
道
工
事
を
行
う
た
め
の

申
請
で
す

　
水
道
法
の
改
正
に
伴
う
日
向

市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

の
指
定
中
塗
は
、
4
／
1
以
降
随

時
受
付
し
ま
す
．
．
こ
の
指
定
は
、

従
来
の
水
道
「
事
指
定
店
に
変

わ
る
も
の
で
、
こ
の
指
定
を
受

け
ず
に
水
道
工
事
を
行
う
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
．

　
詳
し
く
は
、
市
水
道
課
（
容

内
線
2
6
4
5
｝
へ
．
、

一
　
第
2
3
回
日
向
市
美
術
展
覧
会

1
1
．

　
あ
な
た
も
出
ロ
o
o
し
ま
せ
ん
か

◇
会
期
1
1
5
月
3
0
H
〔
土
〕
～
6

月
7
1
1
（
日
）

◇
ム
五
場
1
ー
ア
ス
テ
ィ
ー
－
向
U
曲
屋

◇
募
集
作
品
1
1
絵
画
・
彫
塑
・

L
芸
・
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ

ン
・
書
・
写
真

※
応
募
規
程
に
つ
い
て
は
、
市

社
会
教
育
課
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

◇
応
募
資
格
1
1
市
内
在
住
者
、

市
出
身
者
並
び
に
市
内
の
事
業

所
、
学
校
に
通
勤
通
学
し
て
い

る
者
．
．
ま
た
は
、
入
郷
町
村
の

在
住
者
．
．
学
生
に
つ
い
て
は
、

高
校
生
以
ヒ
と
す
る

◇
出
品
数
・
出
品
料
1
－
1
部
門

－
人
3
点
ま
で
で
、
．
般
は
1

人
2
0
0
0
リ
、
高
交
t
よ
、

　
　
　
　
一
　
　
　
「
F
⊥
↑
’

1
人
5
0
0
円
と
す
る

◇
応
募
方
法
1
1
市
社
会
教
育
課

に
備
え
付
け
の
出
品
表
を
作
品

に
添
付
の
う
え
5
月
2
6
H
と
2
7

目
（
隅
石
は
い
ず
れ
も
午
後
－

時
～
6
時
）
に
有
接
会
場
に
搬

入
し
て
く
だ
さ
い

◇
問
い
合
わ
せ
1
1
市
社
会
教
育

課
内
・
第
2
3
回
1
1
向
市
美
術
展

覧
会
事
務
局
（
麿
内
線
2
4
2

5
）

一
　
法
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
－
　
　
1

登
記
簿
謄
本
等
の

　
手
数
料
が
変
わ
り
ま
し
た

　
4
月
1
日
か
ら
不
動
産
・
商

業
法
人
登
記
簿
の
謄
抄
本
、
会

社
の
印
筑
融
明
な
ど
の
f
「
数
料

が
、
次
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま

し
た
．

▼
登
記
薄
の
謄
本
・
抄
本
、
登

記
事
項
証
明
書

　
8
0
0
1
　
一
壷
1
0
0
0
一

．
▼
登
記
簿
等
の
閲
覧
、
登
記
事

項
要
約
書

　
4
0
0
．
－
↓
5
0
0
一

▼
印
鑑
証
明
書

　
4
0
0
月
↓
5
0
0
り

　
詳
し
く
は
、
宮
崎
地
方
法
務

局
日
向
出
張
所
蒼
5
2
－
2
9

4
4
）
へ
、
．一

　
母
親
学
級
・
す
く
す
く
教
室

　
応
援
し
ま
す

　
出
産
と
子
育
て

《
母
親
学
級
》

　
市
は
、
出
産
を
控
え
た
女
性

の
皆
さ
ん
の
健
や
か
な
マ
タ
ニ

テ
ィ
，
ラ
イ
フ
と
出
産
準
備
に
役

立
つ
「
母
親
学
級
」
を
毎
月
、

市
民
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
で
開

い
て
い
ま
す
．
内
容
を
4
回
に

分
け
て
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

興
味
の
あ
る
回
だ
け
の
参
加
で

も
結
構
で
す
．
．
気
軽
に
参
加
し

て
く
だ
さ
い
．
．

　
ま
た
、
お
父
さ
ん
と
一
緒
の

参
加
も
大
歓
迎
で
す
，

3月中の交通事故

日向市分 0内は前月比

人身事故死亡負傷者物些事故
19件　 1人　21人　116件

（一3）　（十1）　（一5）　（一6）

☆おわび…先月号で人身事故は22

　件、負傷者は26件の間違いでし

　た。

期の納月5

期
期
分

　
　
月

全
全
5

◇交通事故巡回相談

　　と　き■5月15日〔金♪

　　　　　　　10：30～14　：30

　　ところ■中央公民館

◇人権・行政相談

　　と　 き■5月1211（グ（）

　　　　　　　ユ0：00～15：00

　　ところ■中央公民館

◇無料法律相談（要予約）

　　と　き■5月22日（金コ

　　ところ■中央公民館

　　申込先圏市民，，果（倉内線

　　　　　　214ω

◇年金巡回相談

　　と　き■5月12日（火♪

　　　　　　　10：00～15：00

　　ところ■青少年ホーム

◇子育て相談晦日第2・4土曜日）

　　と　き■5月9日・23｝i

　　　　　　　lO：00－16：30

　　ところ■アスティH向寿片

親自　動車税
自動車税（県税）

国民年金保険料

この社会あなたの税が生きている

◇
日
程
1
1
5
月
2
0
日
（
水
）
竿
後

－
時
3
0
分
～
午
後
3
時
3
0
分
、

27

冝
i
水
）
竿
前
1
0
時
～
午
後
1

時◇
内
容
1
1
2
0
口
　
妊
娠
中
の
1
1

常
生
活
・
妊
婦
体
操
、
2
7
日

妊
娠
中
の
栄
養
・
調
理
実
習
（
要

“
r
約
｝

《
す
く
す
く
教
室
》

　
す
く
す
く
教
室
は
、
お
母
さ

ん
と
お
父
さ
ん
の
た
め
の
育
児

教
｛
至
で
す
．
相
砿
や
友
達
づ
く

り
の
場
と
し
て
、
気
軽
に
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

◇
対
象
1
1
生
後
6
カ
月
ま
で
の

赤
ち
ゃ
ん
を
も
つ
、
育
児
真
っ

最
中
の
お
母
さ
ん
と
お
父
さ
ん

◇
内
容
口
↑
身
長
・
体
重
測
定
、

β
離
乳
食
の
実
習
体
験
と
試
食

会
、
［
③
育
児
相
談
・
健
康
相
談
、

．
小
育
児
に
つ
い
て
の
勉
強
、
〔
・
．

参
加
者
同
し
の
情
報
交
換
会
等

◇
日
時
1
1
5
月
2
8
日
〔
木
）
午
後

2
時
～
3
時
3
0
分

◇
会
場
1
1
市
民
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー

※
詳
し
く
は
、
市
健
康
管
理
課

（
實
内
線
2
1
8
1
）
へ
、

園
芸
愛
好
家
の
皆
さ
ん
へ

N
H
K
公
開
セ
ミ
ナ
ー

「
趣
味
の
園
芸
」

　
N
H
K
テ
レ
ビ
で
お
な
じ
み

の
「
趣
味
の
園
芸
」
の
公
開
セ

ミ
ナ
ー
が
、
5
月
1
7
B
午
前
1
0

時
か
ら
美
々
津
小
学
校
（
雨
天

時
は
、
同
校
体
育
館
）
で
開
か

れ
ま
す
．
．
講
師
は
、
園
芸
研
究

家
で
番
組
レ
ギ
ュ
ラ
ー
溝
師
の

平
城
好
明
さ
ん
で
、
テ
ー
マ
は

「
家
庭
で
楽
し
め
る
ガ
ー
デ
ニ

ン
グ
」
で
す
．
、

　
講
演
会
や
実
演
・
園
芸
相
談

な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で

す
の
で
、
園
＋
云
愛
好
者
の
皆
さ

ん
の
多
く
の
参
加
を
お
待
ち
し

β



　　　　　　　7LTnp7rq
　　　　　　　　ロ　　ム　リ　し　　しロ　ノ　　ノ

　　　　　　1．　　ま5の話暫

　　私たちの宝です「伊勢ケ浜」レ

　環境庁の「日本の水浴場55選～清潔安心楽し

い水辺～」に、日向市の伊勢ケ浜が選ばれました。

これは、水質が良く、設備が整った海や河川の水

浴場を対象に選んだもので、県内では宮崎市の青

島と2ヵ所だけです。これからは、平成8年に選

定された「日本の渚百選」のお倉ケ浜とともに、

市民の宝として環境の保護に努めましょう。

、

L1瞳r・

堂々の全国3位入賞レ

　日向工業高校のソフトボール部が、神奈川県で

開かれた第16回全国高等学校ソフトボール選抜大

会に出場し、見事3位に輝きました。4月1H、

全国大会結果報告のために校長らと市長室を訪れ

た主将の飯干大亮さんは「夏の高校総体でも、今

回の成績に負けない成績を納めてきたい」と、早

くも次の目標に向けて意欲を見せていました。

拶1

．｛蕗
魂

叢

■広報紙に掲載された写真を差しあげます。

希望する方は市総務課（8内線2234）まで

　　　＜日向・入郷の物産をPR

　H向市や入国2町5村の特産品などをPRする

「日向・東臼杵南部観光物産展」が3月27日、28

日の2H間、宮崎市のシーガイア・パラダイス

ガーデンで開かれ、多くの人出でにぎわいました。

　また、ホテル・オーシャン45では、1市2町

5村のフォトコンテスト入賞作品や観光ポスター

展もあり、訪れた人の目を楽しませていました。

＜スポーツを通じて友情を育てます

　　　　平成10年度の日向市スポーツ少年団結団式が4
、．㌶月ll日、日向岬グ1」一・パー・で行われ、25団体

　　　約350人が参加しました。

　　　　結団式では、少林寺拳法日向西スポーツ少年団

　　　の黒木翔伍くんが「スポーツを通じて、たくさん

　　燕の友情を育てます」と誓いの言葉を述べました．

　　　参加者はこの後、ゲームなどで親睦を深めました、

⑰市は「身元調査お断り運動」を推進しています

レ市政ニュース・行事は市政テレホンサービス容52－2000・2070へ

　
万
一
に
備
え
て

　
日
ご
ろ
か
ら
の
心
構
え
を

　
わ
が
国
で
は
、
毎
往
－
の
よ
う

に
台
風
や
梅
雨
前
線
に
伴
う
集

中
豪
雨
な
ど
に
よ
り
、
各
地
で

水
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
．
、

　
水
防
は
、
恐
ろ
し
い
水
害
か

ら
私
た
ち
の
生
命
や
財
産
を
守

る
大
切
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
．
．

暴 醒，　　．

8
▲一

◇と　き＝5月17日　、日．午前9時～

◇ところ＝市中央公民館・文化交流センタ

　　　　一交流広場

◇なかみ＝動物広場、体験コーナー、ハイ

　　　八イ競争、お店コーナーなど
※皆さんの参加をお待ちしています

て
い
ま
す
．
．

　
た
だ
し
、
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー

で
は
、
テ
レ
ビ
の
収
録
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
会
場
は
、
駐

車
場
が
狭
い
た
め
、
公
共
交
通

機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
．
．

　
詳
し
く
は
、
美
々
津
公
民
館

（
容
5
8
1
1
1
0
1
）
へ
．
．

・
県
・
市
町
村
や
関
係
団

よ
る
水
防
訓
練
や
水
防
施

整
備
な
ど
の
対
策
は
も
ち

の
こ
と
、
こ
れ
ら
の
機
関

域
住
民
が
一
体
と
な
っ
た

体
制
が
必
要
で
す
，

雨
期
を
目
前
に
控
え
、
水

役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
に

て
き
ま
す
．

防
に
つ
い
て
私
た
ち
．
人

り
が
理
解
を
深
め
、
地
域

み
で
水
防
活
動
及
び
水
防

の
向
上
を
図
り
ま
し
ょ
う
．

　
労
働
旬
間
の
お
知
ら
せ

一
心
と
信
頼

…
こ
う
家
内
労
働
手
帳

年
5
月
2
1
H
カ
ら
3
1
H
ま

、
家
内
労
働
旬
間
で
す
．

度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
安

信
頼
　
築
こ
う
家
内
労
働

」．働
省
で
は
、
家
内
労
働
法

知
徹
底
と
順
法
意
識
の
高

図
る
と
と
も
に
、
家
内
労

の
労
働
条
件
の
向
ヒ
と
生

安
定
を
図
る
た
め
、
家
内

手
帳
の
交
付
、
「
賃
支
払

確
保
、
最
低
工
賃
の
決
定
、

衛
生
の
確
保
な
ど
家
内
労

［
に
基
づ
く
対
策
を
推
進

家
内
労
働
法
の
普
及
啓
発

め
て
い
ま
す
．
．

内
労
働
者
の
皆
さ
ん
、
家

働
の
こ
と
で
分
か
ら
な
い

舷易騨脇囎置場鰺曜藁罫驚認・蠣繍軟離・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　層7　

、　　1

一
緑
化
運
動
に
ご
協
力
を

　
国
民
の
森
林
に
対
す
る
関
心

を
広
め
、
積
極
的
に
「
森
を
育

て
る
」
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
く
た
め
に
π
．
み
ど
り
の
募

金
「
が
あ
り
ま
す
．

　
こ
の
募
金
．
は
、
従
来
の
学
校

や
公
園
の
緑
化
、
家
庭
緑
化
に

対
す
る
苗
木
の
配
布
な
ど
に
加

え
て
、
み
や
ざ
き
の
森
づ
く
り

活
動
、
山
村
と
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．
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　　乳幼児健診
■3カ月児健診
と　き◇5月81i〔金）、22「1（金）

対　象◇平成10年2月生まれ

■7カ亡児健診

口　時◇5月ユ5目（金1

対　象◇平成9年10月生まれ

■1歳児健康相談

日　時◇5月19日（火）

対　象◇平成9年4月生まれ

■1歳6カ月児健診
口　時◇5月14日（木）

対　象◇平成8年10月生まれ

■3歳児健診

U　時◇5月7日（木／

対　象◇平成6年10月生まれ

※受付時間は、3カ月児　竿後1

時一1時30分、7カ月児・1歳6

カ月児　午後1時一2時、1歳児

　午前9時30分～10時です。母子

健康手帳を忘れずに、健康管理セ
ンター（費内線2181・2182）まで。

5月の休日在宅医

●3口　〉古賀内科胃腸科（内・
胃目上「含52　8118，　　〉長田【矢1貌三　（上「

鼻・咽喉費520266／　レ大久保医

院（外・胃腸含525338）　〉白石

病院（内・呼吸・早雪631365）

●4　日　　レ向洋クリニック　（泌

尿・内容525488）〉田中病院

（内・放・精神・神経・リハ容63
2211）　　［＞Lll白」「不］二十　（1人置・　ノ」、～巳・

胃腸君520880）　〉篠原医院（産

簗帝一月工容63　1059♪

●5日　〉三ケ尻医院（整外・リ

ハ倉525557）　〉康出医院（産婦

君537788）　［〉松岡医院（内容52

ド　　　　　コ

か、
ド　　　ヨ　　　ド

広場
54071レ沼田医院（皮・泌尿君52
37851

●10H　 ＞｝甫．ヒ［ケ乏ド完〔内・タト・胃

腸君522936／　［〉稲原医院〔眼盈

5222091［〉鮫島病院〔精神・1人」・

方文容54　680D

●17　日　　　［〉黒木1ラ重1屍　　〔「ノ、」燈52

6055）レ萩原眼科（眼盈637222）

〉山元医院（小児倉536066）　〉

大平医院（整外・リウ・内・リハ
盈52　3337）

●24日　〉甲斐医院（外・胃腸燈

535000）　〉児．i珂・児科1矢院（小

児實52　2530♪　　〉安部医F完　（内・

循環燈534788）

●31［1　＞和田病院（内・外・脳

外・放・リハ費5200111　＞緒方

［匁1屍　 q人」・■」、歩巳含53　6333）　　［＞1日

中眼科（眼費524009）

のびのび子育て

　子育てテレホンサービス《君5

3－5857》の5月分のテーマ

は次のとおりです。

レ2日～10日、自分の考えでよい

悪いの判断はまだ無理
レ11日～17日・「赤ちゃんの食事

1」0カ月児～4カ月児

レ18日～24日、過保護と過干渉に

ついて考える

レ25日～31日　よい習慣への導き

方

5月の献血日程

13日（水／　日向市消防．署（9：00

～10；30）、日向衛生公社q2：00

－14：00）、旭コード（14：00～16

：00♪
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八’イ！

　　　　　保健婦です

　木々の緑も鮮やかなすがすがし

いこの時期、森林浴には持って来

いの季節ですね。

　森林浴は、心と身体の健康を維

持するためにとても効果があると

言われています。それは、樹木が

発散するフィトンチッド（樹木が

自らを守るために出している殺菌

物質）に関係があります。フィト

ンチッドは、肺や気管玄の働きを

活性化したり、ストレスを緩和し

たり、精神安定の効果があるから

です。

　この森林浴、ウォーキングを組

み合わせれば、・一層効果的です。

個人の体調に合わせた無理のない

ペースで、草花や野鳥たちに目を

移しながら歩くことで、心も身体

もリフレッシュできるでしょう。

日ごろからウォーキングをしてい

る方も、ふだんはあまりウォーキ

ングをする機会のない方も、時に

は街を離れて、豊かな緑の中で四

季の変化を楽しみながらウォーキ

ングをしてみませんか。　（黒木）
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え
る
市
民

の
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の
講
師
、
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の
新
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さ
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の
話
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そ
の
中
で
「
自
芯
」
と
「
願

牡
ろ
う
」
と
い
う
言
葉
が
出
て

き
ま
し
た
，
「
自
芯
」
は
自
分

の
中
に
芯
を
持
と
う
と
い
う
こ

と
、
「
願
生
ろ
う
」
は
願
っ
て

届
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
新
年
度
、
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ

の
目
標
に
向
い
、
自
芯
を
持
っ

て
願
生
り
ま
し
ょ
う
，
．
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後編

記集

日向市の人ロと世帯
　　　　　　（平成10年4月1日現在）

人口　58，710人（一469）

　男　　27，826人（一225）

　女30，884人（一244）

世帯数　　21，197世帯（一　43）

転入439人転出928人

出生61人死亡41人
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